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第 1 1 2 回 神 ⼾ 市 個 ⼈ 情 報 保 護 審 議 会 資 料 

新たに個人情報等を電子計算機処理することについて（報告） 

【神戸市個人情報保護条例第 11 条第 1 項及び第２項第２号，類型事項（答申 910 号）別紙 1（条例第 11 条第 1 項）及び別

紙２に基づく報告事項】 

システム名（事業名） 概要 システム稼働（業務開始）時期 実施機関 

一元的な輸出証明書発給

システム 

輸出促進法（令和元年法律第 57 号）第 15 条に基づ

く輸出証明書の申請、発給をワンストップで行うこ

とができるシステム。国が開発したシステムを神戸

市が LG-WAN 経由で利用する。 

令和 4年 4月 1日 健康局食品衛生課 

けんしん予約 All in One

「AITEL」 

がん検診等の委託先が使用する、市民からの検診等

の予約受付行うシステム。自治体から提供するデー

タを用いて判定を行い、受診可否を明らかにした上

で受付を行う機能を持つ。 

 

令和 4年 4月 1日 健康局健康企画課 

福祉局国保年金医療

課 

被災者生活再建支援シス

テム（Biz ひかりクラウド

版） 

住記データと家屋データの位置情報に基づくデー

タを作成し、災害発生時の 住家被災状況の調査・

登録や罹災証明書発行を行うシステム。これまで利

用していたオンプレミス版のシステムをクラウド

版に移行させる。 

 

令和 4年 4月 1日 危機管理室 

電子契約システム 各種契約書を電子上にアップロードし、契約当事者

間で電子署名を施すことで、神戸市と第三者が真正

な電子契約書を締結することができるシステム。 

 

令和 4年 3月 28 日 企画調整局デジタル

戦略部 
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第 1 1 2 回 神 ⼾ 市 個 ⼈ 情 報 保 護 審 議 会 資 料 

システム名（事業名） 概要 システム稼働（業務開始）時期 実施機関 

デジタル教科書ビューア 

「まなビューア」 

「みらいスクールプラッ

トフォーム」 

「超教科書」 

「Lentrance」 

「ことまなビューア」 

文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジ

タル教科書実証事業」において、本市の全小学校・

中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリー

ハンド描画、ふせんなど）を行うことができる「デ

ジタル教科書ビューア」を導入する。 

令和 4年 4月 1日 教育員会事務局学校

支援部学校経営支援

課 

補 助 循 環 装 置 IMPELLA 

CONNECT 

医療者が IMPELLA 補助循環器用ポンプカテーテル

の作動状況、アラート状況を院内・院外を問わず、

確認ができるシステム。緊急時対応用として導入す

る。 

令和 4年 3月 28 日 地方独立行政法人神

戸市民病院機構 法人

本部経営企画室 

GIGA ス ク ー ル 構 想

×SPORTS 

 

クラウド利用の「Alpha（アルファ）」を活用し、児

童生徒が自分の学習用パソコンを使い、運動記録を

入力・確認できるシステム。導入により、児童生徒

の運動意欲向上、体力アップに向けた運動の習慣化

を図る。 

 

令和 4年 4月 1日 教育委員会事務局学

校教育部教科指導課 

スマートシティポータル

システム 

市民向け WEB サイト「スマートシティポータル」を

構築・運用するためのシステム。アクセンチュア社

の DCP サービスを利用して基本機能である WEB サ

ーバー、CMS、ユーザー管理等の機能を構築する。 

 

令和 4年 3月 28 日 企画調整局つなぐラ

ボ 
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第 1 1 2 回 神 ⼾ 市 個 ⼈ 情 報 保 護 審 議 会 資 料 

システム名（事業名） 概要 システム稼働（業務開始）時期 実施機関 

保険証アップロードシス

テム 

患者が病院を直接訪問することなく診療を受ける

ケースが増加していることを踏まえ、スマホや PC

を利用して自宅などから保険証画像を病院に送信

することを可能にすると同時に、受け取った保険証

画像の管理を行うシステム。 

令和 4年 3月 30 日 地方独立行政法人神

戸市民病院機構 法人

本部経営企画室 

要保護児童等に関する情

報共有システム 

令和 3 年度より国が導入した LGWAN 上でサービス

を提供する、Web 形式のサーバシステム「要保護児

童等情報共有システム」に児童記録票の各項目の情

報を記録し、自治体間での情報共有を行う。 

 

令和 4年 4月 1日 こども家庭局家庭支

援課 

特別支援教育課業務につ

いての全庁ファイルサー

バ利用 

特別支援教育課における教育相談、学級編成、特別

支援教育就学援助、教育課程・教科書、支援・医療

的ケア支援、進路、特別支援改修備品業務について

全庁ファイルサーバを利用する。 

 

令和 4年 4月 1日 教育委員会事務局学

校教育部特別支援教

育課 
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（様式３） 

企 デ 第 4 6 5 9 号 の 2 

令和 4 年 3 月 1 0 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

一元的な輸出証明書発給システム 

 

２ システムの概要 

輸出促進法（令和元年法律第 57 号）第 15 条に基づく輸出証明書の申請、発給をワンスト

ップで行うことができるシステム。インターネット技術を利用した Web システムであり、ク

ラウドを利用するもの。地方公共団体は、LG-WAN 経由で通信対応。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和 4 年 4 月から 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

健康局食品衛生課 
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UEC-B-02-0044 
業務サービスの通信経路 

本システムの業務アプリケーションを利⽤する際の、主要な通信経路(論理図)を「図 0-1 通信経路(論理図」に⽰す。 
・インターネット経由利⽤者: セキュリティのため DDoS 対策機能(DDoS Protection)、IPS/IDS、WAF、FW を経由して、Web サーバーに接続する。 
・農林⽔産省統合ネットワーク経由利⽤者:セキュリティのため WAF,FW を経由して Web サーバーに接続する。 

 
図 0-1 通信経路(論理図) 
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（様式３） 

企 デ 第 4 8 5 4 号 の 2 

令 和 4 年 3 月  日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

被災者生活再建支援システム（Biz ひかりクラウド版） 

 

２ システムの概要 

住記データと家屋データの位置情報に基づくデータを作成し、災害発生時の 住家被災 

状況の調査・登録や罹災証明書発行を行うシステム。 

 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和 4 年 3 月（本番運用 令和 4 年 4 月 1 日）から 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

危機管理室  
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LGWAN

LGWAN

USB
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（様式３） 

企 デ 第 4 9 5 6 号 の 2 

令和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

  デジタル教科書ビューア「まなビューア」 

 

２ システムの概要 

文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジタル教科書実証事業」において、

本市の全小学校・中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリーハンド描画、ふせ

んなど）を行うことができる「デジタル教科書ビューア」を導入するもの。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和４年４月１日 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

教育員会事務局学校支援部学校経営支援課 
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1

神⼾市個⼈情報保護条例第11条（電⼦計算機処理）の類型事項の適⽤に係る事前協議

デジタル教科書ビューア
「まなビューア」の利⽤について

令和４年3⽉15⽇
神⼾市教育委員会事務局学校教育部教科指導課

神⼾市教育委員会事務局学校⽀援部学校経営⽀援課
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１. 利⽤するシステムの構成図、 取扱う個⼈情報の流れ

２. 個⼈情報の保護

３. 取扱う個⼈情報

４. 今後の取り組み

2

目次
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３.児童生徒は、担任から配付された「ログインID､パス
ワード」を使って、デジタル教科書ビューア(まなビュー
ア)にアクセスする。
・教育芸術社︓⾳楽(中)､器楽(中)
・⽇本⽂教出版︓社会・図⼯･書写(⼩)､道徳(中) 
・光村図書︓国語(⼩中)、外国(⼩)､道徳(⼩)

４.クラウドサービスを利⽤して⽂章を読んだ⼊り、図や表
を⾒たり、⾳楽をインターネット経由で聞くことができる。
また、必要に応じてメモの書き込みや付箋が貼れる。

3

１. 構築するシステムの構成図、取扱う個⼈情報の流れ

児童生徒教員

１.学校管理者(ICT担当教員など)は、教員、児童生
徒情報を登録する
①教員のログイン情報の一括登録
②児童生徒のログイン情報の一括登録

２.教員は、自身のクラスの児童生徒に「ログインID､パ
スワード」等のログイン情報を配付する。

５.教員は、児童生徒の学習者⽤デジタル教科書の
多彩なコンテンツを活⽤し、学習指導を⾏うことが
できる。

・ログイン情報
の一括登録

KIIF
ネットワーク

・ログイン情報の一括
登録

・アカウントの保守監理
・教員のサポート

開発事業者
教科書会社

・⽂章を読む、図や表を⾒る。⾳楽をネット経由で聞く
・メモの書き込みや付箋を貼る

学習の指導

インターネット
(TLS通信) インターネット

(TLS通信)

ID､パスワード､又はID､
パスワードとAzure MFA
よる2要素認証､GIP制限
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4

２. 個⼈情報の保護（学習者⽤デジタル教科書利⽤時の要求事項）
１.児童生徒での保護
(１)利⽤時の誤りの防⽌

学校園から配付する「ログインID、パスワード」の情報は、
①確実に個々の児童生徒に配付することで、利⽤時の誤りを防⽌する。

(２)取り換えの防⽌
児童生徒が利⽤するデジタル教科書は、全児童生徒が同じものを利⽤する。
しかし、書き込む内容が個々に違うため、他⼈の教科書を勝⼿に使ったり、取り換えは適切でない。
①「自分のID、パスワードは他の⼈に教えない」
②「友だちからパスワードを聞き出したり、友だちのパスワードを他の⼈に教えたりしない」

など、情報モラル教育を通じて、適正な学習環境を維持できるように努める。

２.学校園での保護
(１)ID管理

①教員のID、パスワードを管理職が管理することで、他の教職員への漏えいを防⽌する。
(２)アクセス管理

①教員側からクラウドサービスのへのアクセスは、KIIF3端末のみとする。

３.その他
クラウドサービスの利⽤は、利⽤規約を承諾するだけで開始することができる。
利⽤開始前に、学校園で適切な利⽤ができるように教科指導課が管理・指導を⾏う。
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5

３. 取扱う個⼈情報
１. 「学習者⽤デジタル教科書」に登録する個⼈情報
(１)児童生徒情報

①名前、②⼊学年(学年､組､出席番号)、③SSO情報(教育委員会のAzureADのユーザID)

(２)デジタル教科書の利⽤履歴
①デジタル教科書に書き込んだ描画(フリーハンド､図形)、貼った付箋(テキストあり)
②アクセスログ(アクセス⽇時)、操作ログ(起動~終了時間､ページ遷移、描画、マーカーなど)

２.教員が使⽤する個⼈情報
毎年度の児童生徒の⼊学・卒業に関する情報を、管理職から提供を受け、クラウドサービスのデジ

タル教科書に登録を⾏う。また、転⼊出に伴う⼦ども情報のメンテナンス(保守)を⾏う。
開発事業者による一括登録や保守を⾏う場合は、「児童生徒情報」にはパスワードかけて、パス

ワードは別⼿段等で送付するなど、セキュリティ対策基準(学校編)に基づいた⼿続きを⾏う。
※学習履歴情報を教員側からアクセス・閲覧・取得・分析等の仕組みは、実装されていない。

※クラウドサービスに保管される「描画(フリーハンド､図形)」や「付箋(テキストあり)」の内容」には、成績
や評価といった機密性の高い内容は含まれない。

※児童生徒の名前等の⼦ども情報は、⽇常的に使⽤される情報であることから、神⼾市情報セキュリ
ティ対策基準(学校編)で定める機密性のうち、2A(直ちに一般公開することを前提としていない)に該
当する。
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6

４. 今後の取り組み
１.クラウドサービスを利⽤した学習者⽤デジタル教科書実証事業の今後について

今後「クラウドサービスを利⽤した教科書」の導⼊は、必須となることを想定している。
現在、学習者⽤デジタル教科書実証事業は、⽂部科学省が進めている事業であるが、参加する

教科書会社が複数ある上に、それぞれで利⽤するクラウドサービスも異なるため、教育委員会事務
局で利⽤規約や利⽤するクラウドサービスプラットフォームなど確認したうえで、個別に、デジタル戦略
部へ11条類型事項の事前協議を⾏う。

２.インターネット環境を利⽤する機密性の高い情報へのアクセス
現在、⽂部科学省が進めている「学びの保障オンライン学習システム(MEXCBT)」では、利⽤する

ために「学習マネジメントシステム(学習eポータル)」が必須となっている。また、この学習eポータルには、
学習者⽤デジタル教科書も連携することが想定されている。
このほかにも全国学⼒・学習状況調査(全国的な学⼒テスト)や学⼒定着度調査(市の学⼒テス

ト)を含め、連携する協働学習・授業⽀援システムやデジタルドリルなどの学習記録(スタディログ︓テ
ストの成績や評価のあるものが含まれる)が収集・分析される。
学習記録(テストの成績や評価のあるもの)は、機密性の高い情報であるため専⽤線でのアクセス

が必要と考えるが、現状ではインターネット環境での利⽤を前提に構築・運⽤されている。（※⽂部
科学省のセキュリティポリシーでは、学習記録の機密性は2A。）
今後、本市においてもMEXCBTや学⼒テストの利⽤に向けて、専⽤線と同等のセキュリティ対策の

検討を進めていく。
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（様式３） 

企 デ 第 4 9 5 6 号 の 4 

令和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

  デジタル教科書ビューア「みらいスクールプラットフォーム」 

 

２ システムの概要 

 文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジタル教科書実証事業」において、本

市の全小学校・中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリーハンド描画、ふせんな

ど）を行うことができる「デジタル教科書ビューア」を導入するもの。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和４年４月１日 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

教育員会事務局学校支援部学校経営支援課 
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1

神⼾市個⼈情報保護条例第11条（電⼦計算機処理）の類型事項の適⽤に係る事前協議

デジタル教科書ビューア
「みらいスクールプラットフォーム」の利⽤について

令和４年3⽉15⽇
神⼾市教育委員会事務局学校教育部教科指導課

神⼾市教育委員会事務局学校⽀援部学校経営⽀援課

28



１. 利⽤するシステムの構成図、 取扱う個⼈情報の流れ

２. 個⼈情報の保護

３. 取扱う個⼈情報

４. 今後の取り組み

2

目次
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３.児童生徒は、担任から配付された「ユーザID､パス
ワード」を使って、デジタル教科書ビューア(みらいスクー
ルプラットフォーム)にアクセスする。
・学研教育みらい︓保体(中)
・教育出版︓⾳楽(⼩) 
・⽇本⽂教出版︓美術(中)

４.クラウドサービスを利⽤して⽂章を読んだ⼊り、図や表
を⾒たり、⾳楽をインターネット経由で聞くことができる。
また、必要に応じてメモの書き込みや付箋が貼れる。

3

１. 構築するシステムの構成図、取扱う個⼈情報の流れ

児童生徒教員

１.学校管理者(ICT担当教員など)は、教員、児童生
徒情報を登録する
①教員のログイン情報の一括登録
②児童生徒のログイン情報の一括登録

２.教員は、自身のクラスの児童生徒に「ユーザID､パ
スワード」等のログイン情報を配付する。

５.教員は、児童生徒の学習者⽤デジタル教科書の
多彩なコンテンツを活⽤し、学習指導を⾏うことが
できる。

・ログイン情報
の一括登録

KIIF
ネットワーク

・ログイン情報の一括
登録

・アカウントの保守監理
・教員のサポート

開発事業者
教科書会社

・⽂章を読む、図や表を⾒る。⾳楽をネット経由で聞く
・メモの書き込みや付箋を貼る

学習の指導

インターネット
(TLS通信) インターネット

(TLS通信)

ID､パスワードとAzure
MFAよる2要素認証､

GIP制限
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4

２. 個⼈情報の保護（学習者⽤デジタル教科書利⽤時の要求事項）
１.児童生徒での保護
(１)利⽤時の誤りの防⽌

学校園から配付する「ユーザID、パスワード」の情報は、
①確実に個々の児童生徒に配付することで、利⽤時の誤りを防⽌する。

(２)取り換えの防⽌
児童生徒が利⽤するデジタル教科書は、全児童生徒が同じものを利⽤する。
しかし、書き込む内容が個々に違うため、他⼈の教科書を勝⼿に使ったり、取り換えは適切でない。
①「自分のID、パスワードは他の⼈に教えない」
②「友だちからパスワードを聞き出したり、友だちのパスワードを他の⼈に教えたりしない」

など、情報モラル教育を通じて、適正な学習環境を維持できるように努める。

２.学校園での保護
(１)ID管理

①教員のID、パスワードを管理職が管理することで、他の教職員への漏えいを防⽌する。
(２)アクセス管理

①教員側からクラウドサービスのへのアクセスは、KIIF3端末のみとする。

３.その他
クラウドサービスの利⽤は、利⽤規約を承諾するだけで開始することができる。
利⽤開始前に、学校園で適切な利⽤ができるように教科指導課が管理・指導を⾏う。
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5

３. 取扱う個⼈情報
１. 「学習者⽤デジタル教科書」に登録する個⼈情報
(１)児童生徒情報

①名前、②学年、③組、④出席番号

(２)デジタル教科書の利⽤履歴
①デジタル教科書に書き込んだメモ(描画)、貼った付箋(テキストあり)
②アクセスログ(アクセス⽇時)、操作ログ(起動~終了時間､ページ遷移、動画・⾳楽再生など)

２.教員が使⽤する個⼈情報
毎年度の児童生徒の⼊学・卒業に関する情報を、管理職から提供を受け、クラウドサービスのデジ

タル教科書に登録を⾏う。また、転⼊出に伴う⼦ども情報のメンテナンス(保守)を⾏う。
開発事業者による一括登録や保守を⾏う場合は、「児童生徒情報」にはパスワードかけて、パス

ワードは別⼿段等で送付するなど、セキュリティ対策基準(学校編)に基づいた⼿続きを⾏う。
※学習履歴情報を教員側からアクセス・閲覧・取得・分析等の仕組みは、実装されていない。

※クラウドサービスに保管される「メモ(描画)」や「付箋(テキストあり)」の内容」には、成績や評価といった
機密性の高い内容は含まれない。

※児童生徒の名前等の⼦ども情報は、⽇常的に使⽤される情報であることから、神⼾市情報セキュリ
ティ対策基準(学校編)で定める機密性のうち、2A(直ちに一般公開することを前提としていない)に該
当する。
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6

４. 今後の取り組み
１.クラウドサービスを利⽤した学習者⽤デジタル教科書実証事業の今後について

今後「クラウドサービスを利⽤した教科書」の導⼊は、必須となることを想定している。
現在、学習者⽤デジタル教科書実証事業は、⽂部科学省が進めている事業であるが、参加する

教科書会社が複数ある上に、それぞれで利⽤するクラウドサービスも異なるため、教育委員会事務
局で利⽤規約や利⽤するクラウドサービスプラットフォームなど確認したうえで、個別に、デジタル戦略
部へ11条類型事項の事前協議を⾏う。

２.インターネット環境を利⽤する機密性の高い情報へのアクセス
現在、⽂部科学省が進めている「学びの保障オンライン学習システム(MEXCBT)」では、利⽤する

ために「学習マネジメントシステム(学習eポータル)」が必須となっている。また、この学習eポータルには、
学習者⽤デジタル教科書も連携することが想定されている。
このほかにも全国学⼒・学習状況調査(全国的な学⼒テスト)や学⼒定着度調査(市の学⼒テス

ト)を含め、連携する協働学習・授業⽀援システムやデジタルドリルなどの学習記録(スタディログ︓テ
ストの成績や評価のあるものが含まれる)が収集・分析される。
学習記録(テストの成績や評価のあるもの)は、機密性の高い情報であるため専⽤線でのアクセス

が必要と考えるが、現状ではインターネット環境での利⽤を前提に構築・運⽤されている。（※⽂部
科学省のセキュリティポリシーでは、学習記録の機密性は2A。）
今後、本市においてもMEXCBTや学⼒テストの利⽤に向けて、専⽤線と同等のセキュリティ対策の

検討を進めていく。
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（様式３） 

企 デ 第 4 9 5 6 号 の 6 

令和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

  デジタル教科書ビューア「超教科書」 

 

２ システムの概要 

 文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジタル教科書実証事業」において、本

市の全小学校・中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリーハンド描画、ふせんな

ど）を行うことができる「デジタル教科書ビューア」を導入するもの。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和４年４月１日 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

教育員会事務局学校支援部学校経営支援課 
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1

神⼾市個⼈情報保護条例第11条（電⼦計算機処理）の類型事項の適⽤に係る事前協議

デジタル教科書ビューア
「超教科書」の利⽤について

令和４年3⽉15⽇
神⼾市教育委員会事務局学校教育部教科指導課

神⼾市教育委員会事務局学校⽀援部学校経営⽀援課
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１. 利⽤するシステムの構成図、 取扱う個⼈情報の流れ

２. 個⼈情報の保護

３. 取扱う個⼈情報

４. 今後の取り組み

2

目次
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ラウ
ドサ

ー
ビス

の
デ

ジ
タル

教
科

書
に

登
録

を
⾏

う。
ま

た
、転

⼊
出

に
伴

う⼦
ども

情
報

の
メン

テ
ナ

ンス
(保

守
)を

⾏
う。

開
発

事
業

者
に

よ
る

一
括

登
録

や
保

守
を

⾏
う場

合
は

、「
児

童
生

徒
情

報
」に

は
パ

ス
ワ

ー
ドか

け
て

、パ
ス

ワ
ー

ドは
別

⼿
段

等
で

送
付

す
る

な
ど、

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

基
準

(学
校

編
)に

基
づ

い
た

⼿
続

き
を

⾏
う。

※
学

習
履

歴
情

報
を

教
員

側
か

らア
クセ

ス
・閲

覧
・取

得
・分

析
等

の
仕

組
み

は
、実

装
され

て
い

な
い

。

※
クラ

ウド
サ

ー
ビス

に
保

管
され

る
「テ

キ
ス

トボ
ック

ス
」や

「描
画

(フ
リー

ハ
ンド

､図
形

)」
の

内
容

」に
は

、成
績

や
評

価
とい

った
機

密
性

の
高

い
内

容
は

含
ま

れ
な

い
。

※
児

童
生

徒
の

名
前

等
の

⼦
ども

情
報

は
、⽇

常
的

に
使

⽤
され

る
情

報
で

あ
る

こと
か

ら、
神

⼾
市

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

基
準

(学
校

編
)で

定
め

る
機

密
性

の
うち

、2
A(

直
ち

に
一

般
公

開
す

る
こと

を
前

提
とし

て
い

な
い

)に
該

当
す

る
。
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6

４
. 今

後
の

取
り組

み
１

.ク
ラウ

ドサ
ー

ビス
を

利
⽤

した
学

習
者

⽤
デ

ジ
タル

教
科

書
実

証
事

業
の

今
後

に
つ

い
て

今
後

「ク
ラウ

ドサ
ー

ビス
を

利
⽤

した
教

科
書

」の
導

⼊
は

、必
須

とな
る

こと
を

想
定

して
い

る
。

現
在

、学
習

者
⽤

デ
ジ

タル
教

科
書

実
証

事
業

は
、⽂

部
科

学
省

が
進

め
て

い
る

事
業

で
あ

る
が

、参
加

す
る

教
科

書
会

社
が

複
数

あ
る

上
に

、そ
れ

ぞ
れ

で
利

⽤
す

る
クラ

ウド
サ

ー
ビス

も
異

な
る

た
め

、教
育

委
員

会
事

務
局

で
利

⽤
規

約
や

利
⽤

す
る

クラ
ウド

サ
ー

ビス
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

な
ど確

認
した

うえ
で

、個
別

に
、デ

ジ
タル

戦
略

部
へ

11
条

類
型

事
項

の
事

前
協

議
を

⾏
う。

２
.イ

ンタ
ー

ネ
ット

環
境

を
利

⽤
す

る
機

密
性

の
高

い
情

報
へ

の
ア

クセ
ス

現
在

、⽂
部

科
学

省
が

進
め

て
い

る
「学

び
の

保
障

オ
ンラ

イン
学

習
シ

ス
テ

ム
(M

EX
CB

T)
」で

は
、利

⽤
す

る
た

め
に

「学
習

マ
ネ

ジ
メン

トシ
ス

テ
ム

(学
習

eポ
ー

タル
)」

が
必

須
とな

って
い

る
。ま

た
、こ

の
学

習
eポ

ー
タル

に
は

、
学

習
者

⽤
デ

ジ
タル

教
科

書
も

連
携

す
る

こと
が

想
定

され
て

い
る

。
この

ほ
か

に
も

全
国

学
⼒

・学
習

状
況

調
査

(全
国

的
な

学
⼒

テ
ス

ト)
や

学
⼒

定
着

度
調

査
(市

の
学

⼒
テ

ス
ト)

を
含

め
、連

携
す

る
協

働
学

習
・授

業
⽀

援
シ

ス
テ

ム
や

デ
ジ

タル
ドリ

ル
な

どの
学

習
記

録
(ス

タデ
ィロ

グ
︓

テ
ス

トの
成

績
や

評
価

の
あ

る
も

の
が

含
ま

れ
る

)が
収

集
・分

析
され

る
。

学
習

記
録

(テ
ス

トの
成

績
や

評
価

の
あ

る
も

の
)は

、機
密

性
の

高
い

情
報

で
あ

る
た

め
専

⽤
線

で
の

ア
クセ

ス
が

必
要

と考
え

る
が

、現
状

で
は

イン
ター

ネ
ット

環
境

で
の

利
⽤

を
前

提
に

構
築

・運
⽤

され
て

い
る

。（
※

⽂
部

科
学

省
の

セ
キ

ュリ
テ

ィポ
リシ

ー
で

は
、学

習
記

録
の

機
密

性
は

2A
。）

今
後

、本
市

に
お

い
て

も
M

EX
CB

Tや
学

⼒
テ

ス
トの

利
⽤

に
向

け
て

、専
⽤

線
と同

等
の

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

の
検

討
を

進
め

て
い

く。
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（様式３） 

企 デ 第 4 9 5 6 号 の 8 

令和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

  デジタル教科書ビューア「Lentrance」 

 

２ システムの概要 

 文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジタル教科書実証事業」において、本

市の全小学校・中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリーハンド描画、ふせんな

ど）を行うことができる「デジタル教科書ビューア」を導入するもの。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和４年４月１日 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

教育員会事務局学校支援部学校経営支援課 
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1

神⼾市個⼈情報保護条例第11条（電⼦計算機処理）の類型事項の適⽤に係る事前協議

デジタル教科書ビューア
「Lentrance」の利⽤について

令和４年3⽉15⽇
神⼾市教育委員会事務局学校教育部教科指導課

神⼾市教育委員会事務局学校⽀援部学校経営⽀援課
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１. 利⽤するシステムの構成図、 取扱う個⼈情報の流れ

２. 個⼈情報の保護

３. 取扱う個⼈情報

４. 今後の取り組み

2

目次
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３.児童生徒は、担任から配付された「ログインID､パス
ワード」を使って、デジタル教科書ビューア
(Lentrance)にアクセスする。
・東京書籍︓算数(⼩)､家庭(⼩中)､保健(中)

数学(中)､技術(中)､書写(中)

４.クラウドサービスを利⽤して⽂章を読んだ⼊り、図や表
を⾒たり、動画をインターネット経由で視聴ができる。ま
た、必要に応じてメモの書き込みや付箋が貼れる。

3

１. 構築するシステムの構成図、取扱う個⼈情報の流れ

児童生徒教員

１.学校管理者(ICT担当教員など)は、教員、児童生
徒情報を登録する
①教員のログイン情報の一括登録
②児童生徒のログイン情報の一括登録

２.教員は、自身のクラスの児童生徒に「ログインID､パ
スワード」等のログイン情報を配付する。

５.教員は、児童生徒の学習者⽤デジタル教科書の
多彩なコンテンツを活⽤し、学習指導を⾏うことが
できる。

・ログイン情報
の一括登録

KIIF
ネットワーク

・ログイン情報の一括
登録

・アカウントの保守監理
・教員のサポート

開発事業者
教科書会社

・⽂章を読む、図や表を⾒る。⾳楽をネット経由で聞く
・メモの書き込みや付箋を貼る

学習の指導

インターネット
(TLS通信)

インターネット
(TLS通信)

グローバルIP制限
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4

２. 個⼈情報の保護（学習者⽤デジタル教科書利⽤時の要求事項）
１.児童生徒での保護
(１)利⽤時の誤りの防⽌

学校園から配付する「ログインID、パスワード」の情報は、
①確実に個々の児童生徒に配付することで、利⽤時の誤りを防⽌する。

(２)取り換えの防⽌
児童生徒が利⽤するデジタル教科書は、全児童生徒が同じものを利⽤する。
しかし、書き込む内容が個々に違うため、他⼈の教科書を勝⼿に使ったり、取り換えは適切でない。
①「自分のID、パスワードは他の⼈に教えない」
②「友だちからパスワードを聞き出したり、友だちのパスワードを他の⼈に教えたりしない」

など、情報モラル教育を通じて、適正な学習環境を維持できるように努める。

２.学校園での保護
(１)ID管理

①教員のID、パスワードを管理職が管理することで、他の教職員への漏えいを防⽌する。
(２)アクセス管理

①教員側からクラウドサービスのへのアクセスは、KIIF3端末のみとする。

３.その他
クラウドサービスの利⽤は、利⽤規約を承諾するだけで開始することができる。
利⽤開始前に、学校園で適切な利⽤ができるように教科指導課が管理・指導を⾏う。
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5

３
. 取

扱
う個

⼈
情

報
１

.「
学

習
者

⽤
デ

ジ
タル

教
科

書
」に

登
録

す
る

個
⼈

情
報

(１
)児

童
生

徒
情

報
①

名
前

、②
⼊

学
年

(学
年

､組
､出

席
番

号
)、

③
SS

O
情

報
(教

育
委

員
会

の
Az

ur
eA

D
の

ユ
ー

ザ
ID

)

(２
)デ

ジ
タル

教
科

書
の

利
⽤

履
歴

①
デ

ジ
タル

教
科

書
に

書
き

込
ん

だ
描

画
(フ

リー
ハ

ンド
､図

形
)、

しお
り(

テ
キ

ス
トあ

り)
②

ア
クセ

ス
ログ

(ア
クセ

ス
⽇

時
)、

操
作

ログ
(起

動
~

終
了

時
間

､ペ
ー

ジ
遷

移
、描

画
、マ

ー
カー

な
ど)

２
.教

員
が

使
⽤

す
る

個
⼈

情
報

毎
年

度
の

児
童

生
徒

の
⼊

学
・卒

業
に

関
す

る
情

報
を

、管
理

職
か

ら提
供

を
受

け
、ク

ラウ
ドサ

ー
ビス

の
デ

ジ
タル

教
科

書
に

登
録

を
⾏

う。
ま

た
、転

⼊
出

に
伴

う⼦
ども

情
報

の
メン

テ
ナ

ンス
(保

守
)を

⾏
う。

開
発

事
業

者
に

よ
る

一
括

登
録

や
保

守
を

⾏
う場

合
は

、「
児

童
生

徒
情

報
」に

は
パ

ス
ワ

ー
ドか

け
て

、パ
ス

ワ
ー

ドは
別

⼿
段

等
で

送
付

す
る

な
ど、

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

基
準

(学
校

編
)に

基
づ

い
た

⼿
続

き
を

⾏
う。

※
学

習
履

歴
情

報
を

教
員

側
か

らア
クセ

ス
・閲

覧
・取

得
・分

析
等

の
仕

組
み

は
、実

装
され

て
い

な
い

。

※
クラ

ウド
サ

ー
ビス

に
保

管
され

る
「描

画
(フ

リー
ハ

ンド
､図

形
)」

や
「し

お
り(

テ
キ

ス
トあ

り)
」の

内
容

」に
は

、成
績

や
評

価
とい

った
機

密
性

の
高

い
内

容
は

含
ま

れ
な

い
。

※
児

童
生

徒
の

名
前

等
の

⼦
ども

情
報

は
、⽇

常
的

に
使

⽤
され

る
情

報
で

あ
る

こと
か

ら、
神

⼾
市

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

基
準

(学
校

編
)で

定
め

る
機

密
性

の
うち

、2
A(

直
ち

に
一

般
公

開
す

る
こと

を
前

提
とし

て
い

な
い

)に
該

当
す

る
。
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6

４
. 今

後
の

取
り組

み
１

.ク
ラウ

ドサ
ー

ビス
を

利
⽤

した
学

習
者

⽤
デ

ジ
タル

教
科

書
実

証
事

業
の

今
後

に
つ

い
て

今
後

「ク
ラウ

ドサ
ー

ビス
を

利
⽤

した
教

科
書

」の
導

⼊
は

、必
須

とな
る

こと
を

想
定

して
い

る
。

現
在

、学
習

者
⽤

デ
ジ

タル
教

科
書

実
証

事
業

は
、⽂

部
科

学
省

が
進

め
て

い
る

事
業

で
あ

る
が

、参
加

す
る

教
科

書
会

社
が

複
数

あ
る

上
に

、そ
れ

ぞ
れ

で
利

⽤
す

る
クラ

ウド
サ

ー
ビス

も
異

な
る

た
め

、教
育

委
員

会
事

務
局

で
利

⽤
規

約
や

利
⽤

す
る

クラ
ウド

サ
ー

ビス
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

な
ど確

認
した

うえ
で

、個
別

に
、デ

ジ
タル

戦
略

部
へ

11
条

類
型

事
項

の
事

前
協

議
を

⾏
う。

２
.イ

ンタ
ー

ネ
ット

環
境

を
利

⽤
す

る
機

密
性

の
高

い
情

報
へ

の
ア

クセ
ス

現
在

、⽂
部

科
学

省
が

進
め

て
い

る
「学

び
の

保
障

オ
ンラ

イン
学

習
シ

ス
テ

ム
(M

EX
CB

T)
」で

は
、利

⽤
す

る
た

め
に

「学
習

マ
ネ

ジ
メン

トシ
ス

テ
ム

(学
習

eポ
ー

タル
)」

が
必

須
とな

って
い

る
。ま

た
、こ

の
学

習
eポ

ー
タル

に
は

、
学

習
者

⽤
デ

ジ
タル

教
科

書
も

連
携

す
る

こと
が

想
定

され
て

い
る

。
この

ほ
か

に
も

全
国

学
⼒

・学
習

状
況

調
査

(全
国

的
な

学
⼒

テ
ス

ト)
や

学
⼒

定
着

度
調

査
(市

の
学

⼒
テ

ス
ト)

を
含

め
、連

携
す

る
協

働
学

習
・授

業
⽀

援
シ

ス
テ

ム
や

デ
ジ

タル
ドリ

ル
な

どの
学

習
記

録
(ス

タデ
ィロ

グ
︓

テ
ス

トの
成

績
や

評
価

の
あ

る
も

の
が

含
ま

れ
る

)が
収

集
・分

析
され

る
。

学
習

記
録

(テ
ス

トの
成

績
や

評
価

の
あ

る
も

の
)は

、機
密

性
の

高
い

情
報

で
あ

る
た

め
専

⽤
線

で
の

ア
クセ

ス
が

必
要

と考
え

る
が

、現
状

で
は

イン
ター

ネ
ット

環
境

で
の

利
⽤

を
前

提
に

構
築

・運
⽤

され
て

い
る

。（
※

⽂
部

科
学

省
の

セ
キ

ュリ
テ

ィポ
リシ

ー
で

は
、学

習
記

録
の

機
密

性
は

2A
。）

今
後

、本
市

に
お

い
て

も
M

EX
CB

Tや
学

⼒
テ

ス
トの

利
⽤

に
向

け
て

、専
⽤
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（様式３） 

企デ第 4 9 5 6 号 の 1 0 

令和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタル戦略部長 

（神戸市情報セキュリティ責任者） 

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（電子計算機処理）の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を電子計算機処理しようとする下記の事案について，本市の情報セキュリ

ティポリシーに適合し，物理的・人的・技術的対策が適正に講じられていることを確認いた

しました。 

 

記 

 

１ 件名（システムの名称） 

  デジタル教科書ビューア「ことまなビューア」 

 

２ システムの概要 

 文部科学省が令和４年度に実施する「学習者用デジタル教科書実証事業」において、本

市の全小学校・中学校の児童生徒が操作、閲覧、書き込み（フリーハンド描画、ふせんな

ど）を行うことができる「デジタル教科書ビューア」を導入するもの。 

 

３ 構築するシステムの構成図 別図のとおり 

 

４ 取扱う個人情報データの流れ 別図のとおり 

 

５ システム稼働（業務開始）時期 令和４年４月１日 

 

６ 適用させる類型事項 

新たに個人情報を電子計算機処理することについて 

条例 11 条第１項 類型 10 

（情報セキュリティポリシーに適合した情報システムの構築） 

 

７ 実施機関（所属の名称） 

教育員会事務局学校支援部学校経営支援課 
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4

２. 個⼈情報の保護（学習者⽤デジタル教科書利⽤時の要求事項）
１.児童生徒での保護
(１)利⽤時の誤りの防⽌

学校園から配付する「ライセンスカード(ID、パスワード)」の情報は、
①確実に個々の児童生徒に配付することで、利⽤時の誤りを防⽌する。

(２)取り換えの防⽌
児童生徒が利⽤するデジタル教科書は、全児童生徒が同じものを利⽤する。
しかし、書き込む内容が個々に違うため、他⼈の教科書を勝⼿に使ったり、取り換えは適切でない。
①「自分のID、パスワードは他の⼈に教えない」
②「友だちからパスワードを聞き出したり、友だちのパスワードを他の⼈に教えたりしない」

など、情報モラル教育を通じて、適正な学習環境を維持できるように努める。

２.学校園での保護
(１)ID管理

①教員のID、パスワードを管理職が管理することで、他の教職員への漏えいを防⽌する。
(２)アクセス管理

①教員側からクラウドサービスのへのアクセスは、KIIF3端末のみとする。

３.その他
クラウドサービスの利⽤は、利⽤規約を承諾するだけで開始することができる。
利⽤開始前に、学校園で適切な利⽤ができるように教科指導課が管理・指導を⾏う。

※教員からのログイン情報の一括登録は､将来機能。
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5

３. 取扱う個⼈情報
１. 「学習者⽤デジタル教科書」に登録する個⼈情報
(１)児童生徒情報

①名前、②⼊学年(学年､組､出席番号)

(２)デジタル教科書の利⽤履歴
①デジタル教科書に書き込んだテキストボックス、描画(フリーハンド､図形)
②操作ログ(起動~終了時間､ページ遷移、書き込み、マーカーを引いた情報など)

２.教員が使⽤する個⼈情報
開発事業者による一括登録や保守を⾏う場合は、「児童生徒情報」にはパスワードかけて、パス

ワードは別⼿段等で送付するなど、セキュリティ対策基準(学校編)に基づいた⼿続きを⾏う。
毎年度の児童生徒の⼊学・卒業に関する情報を、管理職から提供を受け、クラウドサービスのデジ

タル教科書に登録を⾏う。また、転⼊出に伴う⼦ども情報のメンテナンス(保守)を⾏う。
※学習履歴情報を教員側からアクセス・閲覧・取得・分析等の仕組みは、実装されていない。

※クラウドサービスに保管される「テキストボックス」や「描画(フリーハンド､図形)」の内容」には、成績や評
価といった機密性の高い内容は含まれない。

※児童生徒の名前等の⼦ども情報は、⽇常的に使⽤される情報であることから、神⼾市情報セキュリ
ティ対策基準(学校編)で定める機密性のうち、2A(直ちに一般公開することを前提としていない)に該
当する。

※教員からのログイン情報の一括登録は､将来機能。
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6

４. 今後の取り組み
１.クラウドサービスを利⽤した学習者⽤デジタル教科書実証事業の今後について

今後「クラウドサービスを利⽤した教科書」の導⼊は、必須となることを想定している。
現在、学習者⽤デジタル教科書実証事業は、⽂部科学省が進めている事業であるが、参加する

教科書会社が複数ある上に、それぞれで利⽤するクラウドサービスも異なるため、教育委員会事務
局で利⽤規約や利⽤するクラウドサービスプラットフォームなど確認したうえで、個別に、デジタル戦略
部へ11条類型事項の事前協議を⾏う。

２.インターネット環境を利⽤する機密性の高い情報へのアクセス
現在、⽂部科学省が進めている「学びの保障オンライン学習システム(MEXCBT)」では、利⽤する

ために「学習マネジメントシステム(学習eポータル)」が必須となっている。また、この学習eポータルには、
学習者⽤デジタル教科書も連携することが想定されている。
このほかにも全国学⼒・学習状況調査(全国的な学⼒テスト)や学⼒定着度調査(市の学⼒テス

ト)を含め、連携する協働学習・授業⽀援システムやデジタルドリルなどの学習記録(スタディログ︓テ
ストの成績や評価のあるものが含まれる)が収集・分析される。
学習記録(テストの成績や評価のあるもの)は、機密性の高い情報であるため専⽤線でのアクセス

が必要と考えるが、現状ではインターネット環境での利⽤を前提に構築・運⽤されている。（※⽂部
科学省のセキュリティポリシーでは、学習記録の機密性は2A。）
今後、本市においてもMEXCBTや学⼒テストの利⽤に向けて、専⽤線と同等のセキュリティ対策の

検討を進めていく。
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（ 様式３ ）  

企 デ 第 4 9 3 7 号 の 2 

令 和 4 年 3 月 2 8 日 

神戸市個人情報保護審議会 

会長  西村 裕三 様 

 

神戸市企画調整局デジタ ル戦略部長 

（ 神戸市情報セキュ リ ティ 責任者）  

 

神戸市個人情報保護条例第 11 条（ 電子計算機処理） の類型事項の適用に係る副申 

 

新たに個人情報を 電子計算機処理し よう と する下記の事案について，本市の情報セキュ リ

ティ ポリ シーに適合し ， 物理的・ 人的・ 技術的対策が適正に講じ ら れているこ と を 確認いた

し まし た。  

 

記 

 

１  件名（ システムの名称）  

スマート シティ ポータ ルシステム 

 

２  システムの概要 

市民向け WEBサイ ト 「 スマート シティ ポータ ル」 のシステム。 アク センチュ ア社の DCPサ

ービスを 利用し て基本機能である WEBサーバー、 CMS、 ユーザー管理等の機能を構築。  

 

３  構築するシステムの構成図 別図のと おり  

 

４  取扱う 個人情報データ の流れ 別図のと おり  

 

５  システム稼働（ 業務開始） 時期 令和 4 年 3 月 28 日から  

 

６  適用さ せる類型事項 

新たに個人情報を 電子計算機処理するこ と について 

条例 11 条第１ 項 類型 10 

（ 情報セキュ リ ティ ポリ シーに適合し た情報システムの構築）  

 

７  実施機関（ 所属の名称）  

企画調整局つなぐ ラ ボ  
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システム全体構成・データフロー（全体）

1
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スマートシティポータルシステム
（アクセンチュア社提供 ※MicrosoftAzure上で構築）

データフロー（取り扱う個人情報の流れ）

市⺠
神⼾市

個人情報登録
データベース

2

サービス提供
事業者

事業者等への個人情報の提供について、令和4年3月のリリース時の予定はなし

〇パーソナライズ機能
・ユーザー属性・興味関心に関連するレコメンド
・メールアドレスを用いたプッシュ通知機能

〇ログイン認証・ユーザー情報管理機能
・メールアドレス、ソーシャルIDでのログイン認証
・ユーザー情報管理

〇オプトイン管理機能
・登録された属性情報の収集、利用等に対する許諾取得
・サービス利用に際しての登録情報提供に対する許諾取得

サービス提供
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